
改修前 改修後

ホール

A

B

A

B

倉庫

5

1 2 3 4 5

X1

X1

EVﾎｰﾙ

Y2

Y1

Y1

1 2 3 4

X2

X2

Y2

会議室

99.24㎡

4,800 4,800 4,800 2,300 2,500

4,800 2,800 4,800 2,300 2,500

3,
0
00

5,
5
0
0

3
,
0
0
0

4,
0
00

1
,
5
0
0

4,800 4,800 4,800

2,
5
30

2
,
53

0

92
0

3
,
0
8
0

8
,5

0
0

8
,
5
0
0

4
,
50

0

1
,
5
0
0

1
,
50

0

4,800 4,800 4,800 4,797.5

2,750

2,750

4,800

2,000

1
,
0
0
0

1
,
0
00

1,000

A

B

5

X1

Y1

1 2 3 4

X2

Y2

4,800 4,800 4,800 2,300 2,500

3
,0

0
0

4,
0
00

1
,
5
0
0

2
,
5
3
0

8
,
5
0
0

1
,
5
0
0

4,800 4,800 4,800 4,797.5

2,750

1
,
0
0
0

1
,
0
00

1,000

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

１／100

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

和　室

倉　庫 休憩室
多目的
トイレ

ホール

玄　関

EVﾎｰﾙ

EXP.Ｊ

事務室

押　入 踏　込

押入

廊　下

14.24㎡

19.53㎡

調理講習室 14.40㎡

EV

EV

F
0.15x0.2

F
0.15x0.2

F
0.15x0.4

会議室・図書室

ｱﾙﾐ製ﾕﾆｯﾄ庇

天井仕上げ改修範囲

会議・相談室

１階見上図　S=1/100

２階見上図　S=1/100 ２階見上図　S=1/100

１階見上図　S=1/100

和　室

倉　庫 休憩室
多目的
トイレ

ホール

玄　関

EVﾎｰﾙ

EXP.Ｊ

事務室

押　入 踏　込

押入

廊　下

14.24㎡

19.53㎡

調理講習室 14.40㎡

EV

会議室・図書室
男子便所

会議・相談室

A

B

1 2 3 4 5

X1

Y2

Y1

X2

4,800 2,800 4,800 2,300 2,500

3,
0
00

5,
5
0
0

4,800 4,800 4,800

2
,
5
3
0

92
0

3
,
0
8
0

8
,5

0
0

4
,
50

0

1
,
50

0

2,750

4,800

2,000

EXP.Ｊ

ホール

倉庫

EVﾎｰﾙ

会議室

99.24㎡

EV

女子便所

ｱﾙﾐ製ﾕﾆｯﾄ庇

EXP.Ｊ

鼻隠し：防水型複層塗材RE 軒天：外装薄塗材Ｅ

軒天鼻隠し

軒天鼻隠し

軒天：外装薄塗材Ｅ

鼻隠し：防水型複層塗材RE

内装改修凡例

2モ ルタ ル 浮き （ 0.25m  未 満）
Ｃ

2

モ ルタ ル 浮き （ 0.25m  以 上）

Ｆ 欠 損（ 鉄 筋露 出 ）

塗 装 浮 き・ 剥 がれ ・ 亀 裂

（図中の記号は、符号及び数量(ひび割れ幅は㎜､その他はm単位)を示す）

天井点検口450角

天井仕上げ改修範囲

内装改修凡例

天井点検口450角

F
0.15x0.2

F
0.15x0.2

F
0.15x0.2

F

F
0.15x0.15

0.15x0.15

F
0.15x0.2

F
0.15x0.2

既設未使用照明器具撤去部の天井撤去

≒0.6ｘ3.8 ２か所

便　所

便　所

便所改修範囲

便所改修範囲 便所改修範囲

便所改修範囲

EP塗（色合せ）

合板t=5下地 化粧石膏ボードt=9.5貼 新設

既設・改修 １・２階見上図

(便所詳細図参照)

(便所詳細図参照) (便所詳細図参照)

(便所詳細図参照)

改
修
範
囲

非
改
修

改
修
範
囲

非
改
修

改
修
範
囲

非
改
修

改
修
範
囲

非
改
修

(1･2階便所撤去) (1･2階便所新設)

A-15

※外壁全面劣化改修を行う（ＥＶ棟を除く）

符 号 図面表示 劣 化現 象

ひ び割 れ (0. 2m m以 上 1.0m m以 下 )

外壁劣化改修凡例

Ａ

A-26



A1

FL

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

既設･改修 調理講習室展開図 １／50

2
,
6
0
0

換気扇

黒板

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

北面 東面 南面 西面調理講習室

改修前

FL

2
,
6
0
0

換気扇 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

北面 東面 南面 西面調理講習室

改修後

床仕上･巾木 撤去

床仕上･巾木 新設

面台:下地調整 EP

塗装改修範囲

塗装劣化

塗装劣化

0.5x0.5

0.18x0.5

塗装劣化範囲(下地調整A種範囲)

下地調整､ＥＰ

4,625
4,500

換気扇

給湯機

塗装劣化

0.3x0.3 2箇所

塗装劣化

0.7x0.5

塗装劣化

0.5x0.54,500

0.8x0.4

塗装劣化

4,625

換気扇

給湯機

面台:下地調整 EP

壁:下地調整 EP

4,625 4,500 4,625 4,500

A-16

黒板取外し

A-26



改修前 改修後

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

室外機

2,
4
00

大便器撤去

便　所

トイレブース撤去

多目的

トイレ

室外機

3
,0

0
0

6
6
0

1,
0
00

1
,3

4
0

2,300 2,500

2,300

既存面台撤去・新設

男子便所便　所

PS

便　所

多目的

トイレ

室外機

室外機

3
,0

0
0

6
6
0

2,300 2,500

2,300

PS

1
,
20

0
1,

1
40

PS

凡　　例

汚垂石新設

1,350 1,1501,350 1,150

１階便所平面詳細図　S=1/50 １階便所平面詳細図　S=1/50

30
0

3
,
50

0
30

0
3
,
50

0

2,5002,500

１階便所断面詳細図　S=1/50

１階便所展開図　S=1/50 １階便所展開図　S=1/50

小便器撤去

１階便所断面詳細図　S=1/50

面台撤去:100角半磁器タイル張り CB下地 H=1200
天板人造大理石T=25

▽2FL

30
0

3
,
50

0
30

0
3
,
50

0

2,5002,500

2,
3
50

天井新設:ケイカル板ｔ=6.0 EP 軽鉄下地とも

トイレブース新設

1,350 1,150

PS

3
,0

0
0

6
6
0

2,500

PS PS

3
,0

0
0

6
6
0

2,500

PS

1
,
20

0
1,

1
40

1,350 1,150

男子便所

2
,3

40石メン板 t=4 VPヌリ
（みなし石綿含有建材）

ケイカル板ｔ=6.0 EP

▽ＧＬ

▽1FL

▽2FL

男子便所

面台新設

土間床撤去

≒
5
0

天井撤去 :合板t=5下地 石綿板ｔ=4.0 VPヌリ 木下地とも

―　便所改修範囲

A A

B

A A

B

D9＠400タテヨコとも

面台新設:メラミン化粧板ｔ=3.0 

木製額縁補修

１階便所天井伏図　S=1/50 １階便所天井伏図　S=1/50

A

C

D B展開方向

1
2
0

▽1FL

▽ＧＬ

D9＠400タテヨコとも

Ｂ部 部分詳細図　S=1/20

Ａ部 部分詳細図　S=1/20

Ｂ部 部分詳細図　S=1/20

▽ＧＬ

▽1FL

▽1FL

廊下 便所

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼撤去 段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ貼り撤去

廊下 便所

下地調整
長尺塩ビシートｔ=2.0 新設

溶着目地

モルタルレベル調整

土間床撤去

カッター入れ

和風便器撤去

カッター入れ

土間床撤去

12
0

1
,1

5
0

モルタル金コテ押え、

土間床新設

ｱﾙﾐ天井点検口 450角
設置位置現場合わせ

ｱﾙﾐ天井点検口 450角撤去
便　所

（みなし石綿含有建材）

壁 ﾓﾙﾀﾙｺﾃみがき EP塗 残置

▽2FL

小便器撤去

面台撤去

トイレブース撤去

大便器撤去

手洗い器撤去

小便器撤去

面台撤去

化粧鏡､タオル掛けほかｱｸｾｻﾘｰ撤去

手すり､紙巻器ほかｱｸｾｻﾘｰ撤去

2,
4
00

ＢＡ Ｃ Ｄ

天井撤去 木下地とも

土間床撤去

Ｂ

面台新設
2,

3
50

▽2FL

Ａ Ｃ Ｄ

汚垂石新設

面台新設

1,
4
00

既設･改修 便所平面詳細図･天井伏図･展開図１ １／50

腰壁 100角半磁器タイル残置

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0 ｵﾝﾀｲﾙ工法

ﾒﾗﾐﾝ化粧板専用巾木 h=60≒
1,

1
50

樹脂製ｼﾞｮｲﾅｰ

軽鉄下地 H=1150 天板ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

120

ﾒﾗﾐﾝ化粧板樹脂製ｼﾞｮｲﾅｰﾒﾗﾐﾝ化粧板樹脂製見切り

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0
ｵﾝﾀｲﾙ工法

下地調整 EP塗

１／20･10

ﾋﾞｽ止め木栓埋め

ﾅﾗ集成材 UC

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0 ｵﾝﾀｲﾙ工法

ﾓﾙﾀﾙ金こて押え新設

既存100角半磁器タイル残置

木製見切り40x20

1
,8

0
0

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0ﾓﾙﾀﾙ下地

木製見切り新設

Ａ部 部分詳細図　S=1/10

ﾒﾀﾙﾗｽ取付

木製額縁補修

▽1FL

長尺塩ビシートｔ=2.0 新設

長尺塩ビシートｔ=2.0 新設

12
0

凡　　例

―　塗装改修範囲

1
50

D13＠150タテヨコとも

端部あと施工ｱﾝｶｰ D10(SD295A)ﾀﾃﾖｺとも
有効埋込長さ100以上､定着長さ400以上

土間床新設

1
00

3
0

1
5
0

12
0

3
0

樹脂製見切り縁

床段鼻ﾀｲﾙ撤去

標記板２個撤去

※衛生器具撤去(機械設備工事)

※衛生器具新設(機械設備工事)

A-26
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≒
50

改修前 改修後

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

3
,
50

0

3
,
50

0

3
,
00

0

66
0

2,300 2,500

2,300

1,
2
35

1
,1

0
5

女子便所

面台新設

便　所

PS

2,300 2,500

2,300

3
,
00

0

66
0

1,
2
00

1
,1

4
0

PS

２階平面詳細図　S=1/50 ２階平面詳細図　S=1/50

凡　　例

1,350 1,150 1,350 1,150

1,350 1,150

PS

3
,0

0
0

6
6
0

2,500

PS PS

3
,0

0
0

6
6
0

2,500

PS

1
,
20

0
1,

1
40

1,350 1,150

2
,3

40

▽2FL

▽RFL

2,
4
00

小便器撤去

トイレブース撤去

便　所

▽2FL

▽RFL

2,
3
50

5
0

≒

大便器撤去跡補修

女子便所

女子便所
便　所

和風便器床撤去範囲

和風便器床カッター入れ位置

和風便器撤去

床撤去

A A

B

A A

B

D9＠600タテヨコとも

D9＠600タテヨコとも

D9＠600タテヨコとも

天井撤去 :合板t=5下地 石綿板ｔ=4.0 VPヌリ 木下地とも

D9＠600タテヨコとも

大便器撤去

1
20

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り撤去

≒
5
0

廊下 便所

▽2FL▽2FL

カッター入れ

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り残置

▽2FL≒
5
0

モルタルレベル調整

L=床撤去巾+300

Ａ部 部分詳細図　S=1/20

Ｂ部 部分詳細図　S=1/20 Ｂ部 部分詳細図　S=1/20

Ａ部 部分詳細図　S=1/20

端部あと施工ｱﾝｶｰ D10(SD295A)ﾀﾃﾖｺとも
有効埋込長さ100以上､定着長さ400以上

カッター入れ

A

C

D B展開方向

木製額縁補修

―　便所改修範囲

面台新設

（みなし石綿含有建材）

石メン板 t=4 VPヌリ 撤去
（みなし石綿含有建材）

ケイカル板ｔ=6.0 EP
軽鉄下地とも 新設

ｱﾙﾐ天井点検口 450角
設置位置現場合わせ

ｱﾙﾐ天井点検口 450角撤去

2,5002,500 900900 100100 2,5002,500 900900 100100カッター入れ

▽2FL

床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ撤去範囲

1
20

２階便所Ａ部断面詳細図　S=1/50 ２階便所Ａ部断面詳細図　S=1/50

廊下 便所

天井新設:ケイカル板ｔ=6.0 EP 新設 軽鉄下地とも

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼撤去
下地調整

溶着目地

長尺塩ビシートｔ=2.0 新設
モルタルレベル調整

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り残置

２階便所展開図　S=1/50 ２階便所展開図　S=1/50

２階便所天井伏図　S=1/50 ２階便所天井伏図　S=1/50

床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ撤去範囲

CB下地 H=1200　天板人造大理石T=25
面台撤去:100角半磁器タイル張り 面台新設:メラミン化粧板ｔ=3.0 

面台新設:メラミン化粧板ｔ=3.0 軽鉄下地 H=1150

1
,1

5
0

床補修ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

面台新設

床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ一部撤去

壁 ﾓﾙﾀﾙｺﾃみがき EP塗 残置

腰壁 100角半磁器タイル残置

▽2FL

小便器撤去

面台撤去

トイレブース撤去

大便器撤去

手洗い器撤去

小便器撤去

面台撤去

化粧鏡､タオル掛けほかｱｸｾｻﾘｰ撤去

手すり､紙巻器ほかｱｸｾｻﾘｰ撤去

2,
4
00

天井撤去 木下地とも

2,
3
50

▽2FL

ＢＡ Ｃ Ｄ ＢＡ Ｃ Ｄ

ＰＳ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0 ｵﾝﾀｲﾙ工法

面台新設

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0
ｵﾝﾀｲﾙ工法

下地調整 EP塗

既設･改修 便所平面詳細図･天井伏図･展開図２ １／50
１／20

軽鉄下地 H=1150 天板ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

天板ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

120

ﾒﾗﾐﾝ化粧板樹脂製ｼﾞｮｲﾅｰﾒﾗﾐﾝ化粧板樹脂製見切り ﾒﾗﾐﾝ化粧板樹脂製ｼﾞｮｲﾅｰ

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0ﾓﾙﾀﾙ下地

木製見切り新設 木製見切り新設

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0ﾓﾙﾀﾙ下地

木製額縁補修

溶接金網6.0φ@100敷き込み

モルタルレベル調整、長尺塩ビシートｔ=2.0 新設

長尺塩ビシートｔ=2.0 新設

長尺塩ビシートｔ=2.0 新設

凡　　例

―　塗装改修範囲

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ=3.0 ｵﾝﾀｲﾙ工法

下端筋 D10＠200タテヨコとも 新設

△既存床仕上面

▽改修床仕上面

標記板２個撤去

※衛生器具撤去(機械設備工事)

※衛生器具新設(機械設備工事)

A-26

A-18



180

片開き戸

1
,
80
0

700

1
,
8
0
0

型板ｔ-3

化粧合板

木製・フラッシュ戸・３６

１階、２階 便所

木製・フラッシュ戸・３６

15
0

6
0
0

100

片開き戸

１階、２階 便所

枠を残して撤去

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、空錠、戸当り

（内開き） （内開き）

700

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ､ｽﾄｯﾌﾟ付ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､錠なし､戸当り

既存枠：下地調整の上SOP塗装

両開き戸 （外開き） 片引き戸 （ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ）

型板ｔ-3

化粧合板

木製・フラッシュ戸・３６

枠を残して撤去

1
,
8
0
0

1,300

850 450

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾄｯﾊﾟｰ、ﾌﾗﾝｽ落し

２階 会議室

２ヶ所／撤去 １ヶ所／撤去

改修後 改修後改修前 改修前

※各部寸法は現地測定の上決定のこと ※各部寸法は現地測定の上決定のこと

WD WD WD WD
3 3 8 8

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5 

ｼﾅ合板ｔ-6　ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ貼り 小口とも

※各部寸法は現地測定の上決定のこと２階 会議室

木製・ハンガードア・３６ 引戸錠（錠/ｻﾑﾀｰﾝ）

枠：下地調整の上SOP塗装

２ヶ所／新設

125

既存建具枠改修

1
,8

00

建具枠新設35

1,370
（ﾄﾞｱＷ）

1,300

（既存開口幅）

（
開

口
高

さ
）

（
有
効

開
口

高
さ

）

（有効開口幅）

（開口幅）

扉撤去 扉･戸当り撤去扉新設

扉新設

１ヶ所／新設

1,17535

35 1,300

（
ﾄ
ﾞ
ｱ
Ｈ
）

1
,8

3
5

A1

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

【特記事項】

姿　　図

材質・見込

硝　子

金　物

仕　上

備　考

符　　号

姿　　図

材質・見込

硝　子

金　物

仕　上

備　考

姿　　図

符　　号

材質・見込

硝　子

金　物

仕　上

備　考

符　　号

AW
7

1
,
2
0
0

600

AW
7

枠を残して撤去･詳細図参照

縦すべり出し窓

アルミ(カラー)　　70

1
,
0
9
0

520

１Ｆ　階段室

標準金物一式、レバーハンドル、網戸標準金物一式、レバーハンドル

AW
7

1
,
2
0
0

600

AW
7

枠を残して撤去･詳細図参照

縦すべり出し窓

アルミ(カラー)　　70

1
,
0
9
0

520

標準金物一式、レバーハンドル、網戸標準金物一式、レバーハンドル

２Ｆ　階段室

落下防止手すり撤去

１Ｆ　階段室 ２Ｆ　階段室

AW
7

AW
7

枠を残して撤去･詳細図参照

縦すべり出し窓

アルミ(カラー)　　70

520

標準金物一式、レバーハンドル、網戸標準金物一式、レバーハンドル

8
0
0

600

6
9
0

１Ｆ　EVホール １Ｆ　EVホール

フロートｔ-3 型板 ｔ-4 フロートｔ-3 型板 ｔ-4 フロートｔ-3 型板 ｔ-4

A1：1/ 50

１ヶ所／撤去 １ヶ所/新設(ｶﾊﾞｰ工法) １ヶ所／撤去 １ヶ所/新設(ｶﾊﾞｰ工法) １ヶ所／撤去 １ヶ所/新設(ｶﾊﾞｰ工法)

マスターキーについては監督職員と協議の上、製作とする

落下防止手すり新設

アルミ(カラー)　　70 アルミ(カラー)　　70 アルミ(カラー)　　70

改修後 改修後 改修後改修前 改修前 改修前

既設・改修 建具表１

すべり出し窓 すべり出し窓 すべり出し窓

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5:住友ﾍﾞｰｸﾗｲﾄ ﾎﾟﾘｶｴｰｽ ﾏｯﾄ 同等品

１階 会議･相談室

引違いガラス

型板ｔ-4

１階 会議･相談室

押え縁 ﾅﾗ集成材10x10 UC塗装

900 900 900 900 900

1
,
8
0
0

1
0
0

5
6
5

WDWD
1 1

900 900 900 900 900

1
,
8
0
0

1
0
0

5
6
5

WD
1

WD
1

改修後改修前

※各部寸法は現地測定の上決定のこと

固定

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5 

ｶﾞﾗｽ撤去

１ヶ所／撤去 １ヶ所／改修

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板新設

会議相談室間仕切り壁ランマ部 会議相談室間仕切り壁ランマ部

型板ｔ-3

化粧合板

木製・フラッシュ戸・３６ 木製・フラッシュ戸・３６

枠を残して撤去

ｼﾅ合板ｔ-6　ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ貼り 小口とも

１階 会議･相談室 １階 会議･相談室

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ､ｽﾄｯﾌﾟ付ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､錠なし､ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、空錠

※各部寸法は現地測定の上決定のこと

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5 

既存枠：下地調整の上SOP塗装

1
,
8
0
0

850

1
,
8
0
0

1
5
0

850

100 650

5
5
0

扉撤去 扉新設

片開き戸 片開き戸（内開き） （外開き）２ヶ所／撤去

改修後改修前

WDWD
11

２ヶ所／新設

片開きｱﾝｸﾞﾙﾄﾞｱ

改修後

２ヶ所／改修片開きｱﾝｸﾞﾙﾄﾞｱ２ヶ所／既存

改修前

丁番 丁番

鋼製・ｱﾝｸﾞﾙ戸 鋼製・ｱﾝｸﾞﾙ戸

１階、２階 便所PSﾄﾞｱ １階、２階 便所PSﾄﾞｱ

､標準型建具枠 ｽﾁｰﾙ 25x100､標準型建具枠 ｽﾁｰﾙ 25x100

OP塗装 枠とも SOP塗装 枠とも

1
,
8
0
0

370

ｶﾞﾗﾘ:300x200

1
,
8
0
0

370

ｶﾞﾗﾘ:300x200

SD SD
1 1

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ金物一式､振れ止めｶﾞｲﾄﾞ､戸当り､ドアﾊﾝﾄﾞﾙ

450200

15
0

6
0
0

参考型番：ｽｶﾞﾂﾈ工業 FD50SP

建具(両面)･枠
塗装改修

ｼﾅ合板ｔ-6　ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ貼り 小口とも ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ10

1,300

（開口幅）

扉･戸当り撤去

室内側から施錠できるように

A-26
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高圧ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=40･h=1800

A1

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

【特記事項】

材質・見込

硝　子

金　物

仕　上

備　考

符　　号

姿　　図

A1：1/ 50

備　考

姿　　図

符　　号

備　考

符　　号

姿　　図

既設・改修 建具表２

２階 会議室１階 和室１階 会議･相談室、事務室 ２階 会議室

ｶﾞﾗｽ面に遮熱ﾌｨﾙﾑ貼付(内貼り)ｶﾞﾗｽ面に遮熱ﾌｨﾙﾑ貼付(内貼り) ｶﾞﾗｽ面に遮熱ﾌｨﾙﾑ貼付(内貼り) ｶﾞﾗｽ面に遮熱ﾌｨﾙﾑ貼付(内貼り)

1
,7

0
0

1
,7

0
0

60
0

60
0

1
,2

0
0

1
,2

0
0

1
,
00

0
1
00

1
,
00

0
1
00

1,
8
00

60
0

1
00

1,
8
00

60
0

1
00

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

1
,7

0
0

1
,7

0
0

60
0

60
0

1
,
00

0
1
00

1
,
00

0
1
00

換気扇設置窓

1,8001,8001,8001,800 70701,7001,700 1,7001,70070701,7001,700 70 1,8001,8001,8001,800 7070

１ヶ所／ﾌｨﾙﾑ新設２ヶ所／ﾌｨﾙﾑ新設
10

２連２枚ﾗﾝﾏ付き引違い窓２連２枚引違い窓２連２枚ﾗﾝﾏ付き引違い戸
AWAW

11
AD

10
２連２枚ﾗﾝﾏ付き引違い窓

AW
１ヶ所／ﾌｨﾙﾑ新設 １ヶ所／ﾌｨﾙﾑ新設

改修後 改修後 改修後 改修後

２ヶ所／撤去トイレブース

改修前 改修後

トイレブース トイレブース１ヶ所／新設

１階男子便所 ２階女子便所

1
,
80

0
1
,
80

0

≒
1,

27
0≒

1,
05

5

≒1,165

改修後

１ヶ所／新設

１　便所・２階　便所 ※各部寸法は現地測定の上決定のこと ※各部寸法は現地測定の上決定のこと

1
,
80

0
1
,
80

0

≒2,175

1
,
80

0
1
,
80

0

≒
1,

05
5

≒1,245

≒
1,

05
5

出隅SUS Rｺｰﾅｰ

(仕様:巾木､笠木､Rｴｯｼﾞ､指詰防止)

非常開錠付き表示錠､SUSﾋﾝｼﾞ､ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ

SUS巾木h=60､ｱﾙﾐ笠木､戸当り､ﾌｯｸ付戸当り SUS巾木h=60､ｱﾙﾐ笠木､戸当り､ﾌｯｸ付戸当り

非常開錠付き表示錠､SUSﾋﾝｼﾞ､ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ､ｱﾙﾐRｺｰﾅｰ

(仕様:巾木､笠木､Rｴｯｼﾞ､出隅Rｺｰﾅｰ､指詰防止)

引違いガラス

型板ｔ-4

１階 事務室

押え縁 ﾅﾗ集成材10x10 UC塗装

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5 

※各部寸法は現地測定の上決定のこと１階 事務室

事務間仕切り壁ランマ部

改修前

事務間仕切り壁ランマ部 １ヶ所／改修

改修前

１ヶ所／撤去

固定

900 900 900

1
,
8
0
0

1
0
0

5
6
5

900 900 900

1
,
8
0
0

1
0
0

5
6
5

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板新設
ｶﾞﾗｽ撤去

型板ｔ-3

化粧合板

木製・フラッシュ戸・３６ 木製・フラッシュ戸・３６

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、空錠

※各部寸法は現地測定の上決定のこと

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5 硝　子

金　物

仕　上

仕　様

材質・見込

850 850

100 650

改修後改修前

WDWD
11

片引き戸 片引き戸

ｶﾞﾗｽ撤去 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板新設

建具・枠は撤去しない

55
0

1
5
0

1,
8
0
0

100 650 100

55
0

1
5
0

1,
8
0
0

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、空錠

化粧合板

１階 事務室 １階 事務室

WD
1

WD
1

１ヶ所／ｶﾞﾗｽ撤去 １ヶ所／ｶﾞﾗｽ改修 両開き戸

型板ｔ-3

化粧合板

木製・フラッシュ戸・３６

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾄｯﾊﾟｰ、ﾌﾗﾝｽ落し

改修前

WD
8

1
,
8
0
0

1,300

850 450

100 650 100

55
0

1
5
0

ｶﾞﾗｽ撤去

建具・枠は撤去しない

１ヶ所／ｶﾞﾗｽ撤去

木製・フラッシュ戸・３６

※各部寸法は現地測定の上決定のこと

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板ｔ-5 

ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、空錠

化粧合板

１階 調理講習室 １階 調理講習室

1
,
8
0
0

1,300

850 450

100 650 100

55
0

1
5
0

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞｰﾈｰﾄ板新設

改修後

WD
片引き戸 １ヶ所／ｶﾞﾗｽ改修

8

高圧ﾒﾗﾐﾝ化粧合板(基材ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ)t=40･h=1800 高圧ﾒﾗﾐﾝ化粧合板(基材ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ)t=40･h=1800

遮熱ﾌｨﾙﾑ：3M ｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ ｳｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾑ NANO80SX 同等品

3M ｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ ｳｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾑ NANO80S 同等品 3M ｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ ｳｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾑ NANO80S 同等品 3M ｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ ｳｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾑ NANO80S 同等品 3M ｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ ｳｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾑ NANO80S 同等品
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A1

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

【参考図】既設 建具表

改修済み

撤去済み

撤去済み

改修済み ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫扉 撤去

２

１か所

撤去済み 撤去済み

撤去済み

１

１か所ｶﾊﾞｰ工法にて改修済み

A-21

A-26
－



塩ﾋﾞｼｰﾄ防水機械固定工法 S-M2

5
0

1
0
0

2
0
0

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

再生砕石

D10-@150 たてよこ共

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫､基礎 新設

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

令和６年２月

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

下屋屋上機械基礎詳細図　1/20

改修後改修前

630x1050 630x1050

下屋屋上機械基礎詳細図　1/20

改修後改修前

屋上放送塔詳細図　1/20

2,
0
0
0

2,
0
0
0

屋上放送塔詳細図　1/20

900 100

▽RFL

900 100

▽RFL

改修後改修前

高圧水洗浄､下地調整

防水型複層塗材E

外装薄塗材E

高圧水洗浄､下地調整

防水型複層塗材E

端部塩ビ鋼板押え

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水機械固定工法 S-M2

既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水高圧水洗浄

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水密着工法 S-F2

下地調整 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

空調室外機新設

空調室外機

20
0

既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水撤去

既存空調室外機撤去

空調室外機

20
0

放送塔 放送塔

既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水高圧水洗浄

端部塩ビ鋼板押え

100 10050 50

570

参考型番 カネソウ㈱ HXC

現場打ち集水桝詳細図　1/20

D10-＠200ﾀﾃﾖｺ

再生砕石

集水桝用桝蓋新設 

450x450

1
00

1
00

5
0

6
0
0

1
5
0

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

枠付正方形型､T=14､普通目､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

900 100

▽RFL

屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ詳細図　1/20

改修前

既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水撤去

ｱﾙﾐ笠木とも

改修後
900 100

▽RFL

屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ詳細図　1/20

防水型複層塗材E

外装薄塗材E

高圧水洗浄､下地調整

防水型複層塗材E

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水機械固定工法 S-M2

端部塩ビ鋼板押え

既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水高圧水洗浄

高圧水洗浄､下地調整

下屋屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ詳細図　1/20 下屋屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ詳細図　1/20

端部塩ビ鋼板押え
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水機械固定工法 S-M2
既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水高圧水洗浄

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2

下地調整 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

ｴｱﾌﾞﾛｰ､下地調整ｴｱﾌﾞﾛｰ､下地調整

既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水撤去 下地調整 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

防水層端部ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2) 

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水密着工法 S-F2
水切り､笠木とも(ﾒｰｶｰ仕様による)

水切り､ｱﾙﾐ笠木とも

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫詳細図　1/30

改修前

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫詳細図　1/30

改修後

50

50

縁石詳細図　1/10

モルタル

再生砕石

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

1
0
0

1
0
0
1
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装詳細図　1/10

路床

プライムコート表層

路盤

(普通自動車用)

1
5
0

5
0

現況ﾚﾍﾞﾙ測定の上路盤整正

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

U字側溝詳細図　1/10 縁石詳細図　1/10

部分詳細図１

GM

1
2
0

1,
34

0
～

1
,3

90

GM

新設ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫参考型番

高橋産業株式会社

UTIC-202Ｘ 
錠､ ﾁｪｰﾝ2本､背面ﾊﾟﾈﾙ付

50
0

500

既存ｺﾞﾑｼｰﾄ防水撤去

(機械設備工事) (機械設備工事)

ｽﾋﾟｰｶｰ､取付金具 取外し

モルタル

50 50

再生砕石

30
1
00

150

U字側溝新設 W=150 JIS A 5372

150

18
0

1
,
70

0
12

0

既存ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫､基礎 撤去

既存ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫：基礎RC､壁CB､屋根小波ｽﾚｰﾄ､鋼製扉

(ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ(20㎏ 2本)

GM

5
75

1,300

1,
3
0
0

7
2
5 1
,
3
0
0

1,300

5050 1,300

手作業取外し

小波ｽﾚｰﾄ(みなし石綿含有建材)

(電気設備工事)

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ

現場打ち雨水排水桝詳細図　1/20

(ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ･ｶﾞｽﾒｰﾀｰ取外し：ｶﾞｽ供給業者所掌工事)

(ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ･ｶﾞｽﾒｰﾀｰ再取付：ｶﾞｽ供給業者所掌工事)

1/30､1/20､1/10

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 密着工法（X-2）
下地調整 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

4
5
0

710
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工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

令和６年２月

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

１/20､1/10

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

▽G.L

ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12×300

建物固定部分詳細図　1/10

基礎伏図　1/30

【参考図】既存物置②～④基礎詳細図　1/30､1/10

建家位置(軽量S造物置)

5
5 3
8

3
4

150

150

5
2

41.8

55

34

8
3
.
9

6
3
.
5

6
3
.
4

25

33

30
401

笠木φ34

Vエンド

カバー

Vエンド

ブラケット

笠木φ34

笠木φ34

【参考図】新設手すり詳細図　1/5

参考型番

ﾅｶ工業株式会社

ﾋﾞﾆﾚｰﾝ 34φ Vｴﾝﾄﾞ

AFN-５ ５ブラケット

●室内用ブラケット
　　アルミニウム押出形材
　　アルマイト処理　6μm

※　＠910以内

※　＠910以内

7040 50

5037220

5037135

5
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1
,
2
0
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1
3

1
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3
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1
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1
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4
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5
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1
5

1
0

4
3

内部

33

33

1
5

6
7

1
0

6

5
8

5
5

1
5 2
0

7
5

1
3

1
0

70

25

40 50

15

新設ｱﾙﾐｻｯｼ

LIXIL PRO-SE70

既存木製額縁：既存のまま

ｱﾙﾐ t=2.0mm

47 3

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ網戸

ｱﾙﾏｰﾃﾞⅢ標準ﾀｲﾌﾟ

既存木製額縁：既存のまま

ｱﾙﾐ t=2.0mm

ｱﾙﾐ t=2.0mm

ｱﾙﾐ t=2.0mm

既存ｱﾙﾐｻｯｼ：枠を残して撤去
ｻｯｼ取付鋼材

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

ｻｯｼ取付鋼材

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

外部

断面詳細図　S:1/5

改修後

既存ｱﾙﾐｻｯｼ：枠を残して撤去

（
新

設
ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
 
H
）

（
既

存
ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
 
H
）

5037220

1
3

1
,
2
0
0

（
既

存
ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
 
W
）

既存ｱﾙﾐｻｯｼ：枠を残して撤去

既存木製額縁：既存のまま

上枠一部 現場撤去

7
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2
5 4
0

5
0

1
5

4
7

3

5
0

3
7

2
2
0

3
3

40

30

15

1510

40

600

15

30
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520

10

23 58 2358

（新設ｱﾙﾐｻｯｼ W）

（既存ｱﾙﾐｻｯｼ W）

3
3

5
0

3
7

2
2
0

15

6

5

51

75

15

6

5

51

75

ｱﾙﾐ t=2.0mm

既存木製額縁：既存のまま

ｻｯｼ取付鋼材

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

既存ｱﾙﾐｻｯｼ：枠を残して撤去

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ網戸

ｱﾙﾏｰﾃﾞⅢ標準ﾀｲﾌﾟ

ｱﾙﾐ t=2.0mm

ｱﾙﾐ t=2.0mm

既存木製額縁：既存のまま

ｻｯｼ取付鋼材

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

ｽﾁｰﾙ t=1.6mm

ｱﾙﾐ t=2.0mm

既存ｱﾙﾐｻｯｼ：枠を残して撤去

内部

【参考図】AW7･AW7'ｶﾊﾞｰ工法改修詳細図　1/20､1/5

改修後

平面詳細図　S:1/5

既存姿図　S:1/20

改修後（たてすべり出し窓）

新設姿図（外観）　S:1/20
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（既存ｱﾙﾐｻｯｼ W）
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5
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ｯ
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）
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（既存ｱﾙﾐｻｯｼ W）

1
,
2
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1
,
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52040 40

（新設ｱﾙﾐｻｯｼ W）

（
新

設
ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
 
H
）

（
既

存
ｱ
ﾙ
ﾐ
ｻ
ｯ
ｼ
 
H
）

既存ｱﾙﾐｻｯｼ：枠を残して撤去 ｱﾙﾐ t=2.0mm

ｱﾙﾐ t=2.0mm

ｱﾙﾏｰﾃﾞⅢ標準ﾀｲﾌﾟ

室内側：ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ網戸取付

無目：現場撤去

上枠一部 現場撤去 ｱﾙﾐ t=2.0mm

改修前

参考型番

PRO-SE70

株式会社LIXIL

外部

1
2
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部分詳細図２ A-23
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工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

１／100

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

改修外構図

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装､雨水排水改修範囲

▲
道

路
境

界
線

　
2
3,

89
9

▲道路境界線　19,883

▲道路境界線　14,921

▼官官境界線　33,953

▼
官

民
境

界
線

　
2
4
,
8
9
6

用水路幅
：1,100

用水路

市道富原89号線

市道富原80号線

-200

±0

-200

±0

±0

-150

-150

-150 -150

-150 -100

±0

±0

花壇 花壇

花壇

花壇

±0

し尿浄化槽

用水路へ

用水路へ

用水路へ

3
,
0 5

0
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1
0 ,

0
2 0

2
,0

0
0
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4
,
0
5
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6
7
8
.
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1,223.1
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1
,
0
4
6
.
6

4
3
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1,
3
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3,730

2,3601,370

1
,
8
2
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2
,
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0
5
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0

1,
5
0
0

50
0

1,550
450

1
50

4
,
0
7
7
.
5 4,
0
77

.
5

3,250341.8

自転車置場①

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ

物置④

物置③

物置②

物置①

エレベーター棟

自転車置場②

福祉交流プラザ

4,8004,800 4,800 4,800
1 2 3 4 5

A

B

8,
5
00

2
,
5
30

1
,5

0
0

Y2

Y1

KBM＝設計GL±0室外機
室外機

室外機 室外機ﾌﾟﾗﾝﾀｰ ﾌﾟﾗﾝﾀｰ

±0 設計GLからの高さを示す

雨水排水経路を示す

室外機

室外機

植栽植栽

既存雨水桝撤去

外構改修

改修外構図　1/100

表層撤去､再施工
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装改修

2,000

2
,0

0
0

5
0
0

構造物改修範囲

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装改修
表層撤去､再施工

給水管改修部分
側溝･縁石 撤去､再施工

210100

2,750

X2X1

物置

750

7
50

避難空地

防火水槽

(ﾎﾞﾝﾍﾞ：20㎏ ２本)

既存ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫､基礎 撤去
既製品ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫､基礎 新設

　排水勾配は現況合わせとする

車いす用表示新設

2,100

1,400

4
,
2
0
0

駐車場区画線復旧

溶融式ﾍﾟｲﾝﾄ

※ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装改修にあたって現況の高低測量の上路盤の整正を行うこと

現場打ち雨水桝､排水用格子蓋新設
雨水管切離し再接続(機械設備工事）

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫
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枠組本足場(手すり先行方式)

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

１／100

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月
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±0

4,830

1 0
,
0 2

0

2,
0
0
0

4,820

4,
0
5
0

200
1
,
04

6
.
6

4
3
5 900

1,
3
50

350

300

3,800

3,730

2,3601,370

4
,0

7
7.

5 4,
0
77

.
5

3,250341.8

自転車置場①

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ

物置①

エレベーター棟

福祉交流プラザ

4,8004,800 4,800 4,800
1 2 3 4 5

A

B

8
,
50

0
2
,
5
30

1,
5
00

Y2

Y1

KBM＝設計GL±0室外機
室外機

室外機 室外機ﾌﾟﾗﾝﾀｰ ﾌﾟﾗﾝﾀｰ 室外機

室外機

植栽植栽

210100

2,750

X2X1

750

7
50

避難空地

物置④

物置③

物置②

ｔ-22
敷き鉄板

物置仮移動･復旧

物置

し尿浄化槽

物置仮移動･復旧

自転車置場②

１
階

部
分

の
み

足
場

架
設

範
囲

防火水槽

▲
道

路
境

界
線

　
2
3,

8
99

上部庇

▲道路境界線　14,921

仮囲い

仮設計画図　1/100

開館時

資材置場

作業ヤード
養生シート張り

仮門

工事車両置場

２
階

部
分

の
み

足
場

架
設

範
囲

工事車両進入経路

±0

+120

+120

≒+70

遮音ｼｰﾄ設置範囲

±0 設計GLからの高さを示す

雨水桝

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

枠組本足場(手すり先行方式)

資材搬入経路養生範囲

床､壁､建具 H=2.0まで

仮設凡例

W=900+600､防炎１類養生ｼｰﾄ張り

仮囲い H=1.8

図面表示凡例

敷き鉄板

A-25【開館時】仮設計画図

仮門 ﾊﾟﾈﾙｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ H=1.8m

交通誘導員

W=6.0m

A-26



工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

１／100

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月

▲道路境界線　19,883

▼官官境界線　33,953

▼
官

民
境

界
線

　
2
4
,
8
9
6

用水路幅
：1,100

用水路

市道富原89号線

市道富原80号線

-200

±0

-200

±0

±0

-150

-150

-150 -150

-150 -100

±0

±0

花壇 花壇

花壇

花壇

±0

4,830

1
0 ,

0
2 0

2
,0

0
0

4,820

4
,
0
5
0

200

1
,
0
4
6
.
6

4
3
5 900

1,
3
50

350

300

3,800

3,730

2,3601,370

4
,0

7
7.

5 4,
0
77

.
5

3,250341.8

自転車置場①

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ

物置①

エレベーター棟

福祉交流プラザ

4,8004,800 4,800 4,800
1 2 3 4 5

A

B

8
,
50

0
2
,
5
30

1
,5

0
0

Y2

Y1

KBM＝設計GL±0室外機
室外機

室外機 室外機ﾌﾟﾗﾝﾀｰ ﾌﾟﾗﾝﾀｰ 室外機

室外機

植栽植栽

210100

2,750

X2X1

750

7
50

避難空地

物置④

物置③

物置②

敷き鉄板

物置仮移動･復旧

物置

し尿浄化槽

物置仮移動･復旧

自転車置場②

１
階

部
分

の
み

足
場

架
設

範
囲

防火水槽

枠組本足場(手すり先行方式)

▲
道

路
境

界
線

　
2
3
,8

9
9

上部庇

▲道路境界線　14,921

仮設計画図　1/100

休館時

養生シート張り

工事車両置場

作業ヤード

資材置場

工事車両置場

仮門

作業ヤード

敷き鉄板

２
階

部
分

の
み

足
場

架
設

範
囲

工事車両進入経路

±0

+120

≒+70

+120

遮音ｼｰﾄ設置範囲

資材搬出入経路

±0 設計GLからの高さを示す

雨水桝

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

枠組本足場(手すり先行方式)

資材搬入経路養生範囲

床､壁､建具 H=2.0まで

階段室２階部分を含む

仮設凡例

W=900+600､防炎１類養生ｼｰﾄ張り

仮囲い H=1.8

図面表示凡例

A-26

職員動線
(２階大会議室を事務室として使用)

【閉館時】仮設計画図

仮門 ﾊﾟﾈﾙｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ H=1.8m

交通誘導員

W=6.0m

A-26



合計

　・交換機　・火災報知受信機　・中央監視装置　・通信総合盤

　・配電盤　・発電装置（防災用）　・直流電源装置　・交流無停電電源装置

・　重要機器は次のものを示す。（水槽類には燃料小出し槽を含む。）

・　中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの。

　　13階建以上の場合は上層4階とする。

・　上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10階～12階建の場合は上層3階

０．６１．０

０．６

０．６

１．０

０．４

０．６１．０

１．０１．５

０．６１．０

１．０１．５

１．５２．０

１．５ １．０

一般機器

・一般の施設

重要機器

１．５

１．０

１．０

１．５

１．５

１．５

２．０

２．０

２．０

１．０

１．０

０．６

１．０

１．５

１．０

１．５

１．５

２．０

一般機器

・特定の施設

重要機器
機器種別

機　　　　器

防振支持の機器

屋上及び塔屋

機　　　　器

防振支持の機器

水槽類

機　　　　器

防振支持の機器

水槽類

地下及び1階

中間階

屋上及び塔屋

上層階　注１)

設置場所

　　たものとする。

　　設計用水平地震力は、機器重量［kN］に地域係数0.9とし、次に示す設計用標準水平震度を乗じ

・　機器の据付け及び取付け

３．

・　照明器具、幹線等の吊りボルト用インサート

７．

４．

・

構　　　　　　　造 階　　　数 延べ面積（㎡） 消防法令別表１ 備　　考

２　建　　物　　概　　要

１　工　　事　　場　　所

１　共　　通　　仕　　様

２　特　　記　　仕　　様

建物別及び屋外

工事種目

工　　　　　　　　事　　　　　　　　種　　　　　　　　別

１．機器取付高

２．配線記号その他

機器取付高は下記を標準とする。ただし、監督員の指示により変更することがある。

　　など

名　　　　　　称 測　　　　点 取付高（mm） 名　　　　　　称 測　　　　点 取付高（mm）

ブラケット（踊場）

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

台 上 ～ 中 心

鏡 上 端 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 下 端

天 井 下 ～ 上 端

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床上 ～器 具 上部

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

天 井 下 ～ 上 端

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

1,800

2,100

1,300

  300

  150

  150

  800

2,100

  150

1,100

1,500

1,300

  300

  200

  300

  150

1,500(上端1,900以下)

2,000～2,500

  800～1,500

  800～1,500

  800～1,500

2,300

2,100

300以下

1,500

  150

  200

  300

  150

７．工 具

６．予 備 品 等

５．防 油 堤

４．チェンブロック天井走行装置

３．仕 様 明 細

２．電 気 方 式

１．工 事 範 囲

・

・受 変 電 設 備

動 力 設 備

電 灯 設 備

取 引 用 計 器

引 込 開 閉 器

分 電 盤

ス イ ッ チ

コンセント（一般）

コンセント（和室）

コンセント（台上）

コンセント（土間）

ブラケット（土間）

地 上 ～ 窓 中 心

ブラケット（鏡上）

身障者便所操作盤

身障者便所スイッチ

壁 掛 形 制 御 盤

手 元 開 閉 器

操 作 ス イ ッ チ

端 子 盤

保 安 器 箱

取付位置ボックス

取付位置ﾎﾞｯｸｽ(和室)

受信機・副受信機

専 用 総 合 盤

発 信 器

ベ ル

発 信 器 標 識 灯

ｶﾞｽ漏れ警報機(LPG)

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ（一般）

壁付位置ﾎﾞｯｸｽ(和室)

機 器 収 納 箱

直 列 ユ ニ ッ ト

直列ユニット(和室)

１）項目は、番号に　　印のついたものを適用する。

２）特記事項のうち選択する事項は ・ 印のついたものを適用する。

３　工　　事　　種　　目　　（ ・ 印のついたものを適用する）

電
力
共
通

電
　
　
　
　
　
灯

火
　
災
　
報
　
知
　
設
　
備

動
　
　
力

電
　
　
　
　
　
話

イ
ン
ター

ホ
ン
設
備

テ
レ
ビ
共
同
受
信

三相３線式　　・　６ｋｖ　　・　２００Ｖ　　・　６０Ｈｚ

別仕様書による。

・　Ｕ字ボルト（　・　本工事　・　別途工事）　・　Ｉビーム（　・　本工事　・　別途工事）

・　チェーンブロック（ ・ 本工事 ・ 別途工事） ・ 天井走行装置（ ・ 本工事 ・ 別途工事）

・　コンクリート製　　・　鋼板製（　・　本工事　・　別途工事）

工具　　・　製造者の標準一式

接 地 極

床 上 ～ 上 端

1500(上端1900以下)

・発 電 設 備

下記による。

・　コンクリートトラフ　　・　ＨＩＶＥ　　・　波付硬質合成樹脂管

・　蓋の記号表示　　・　鋳型流込み（　　　　　）

１．

２．

３．

４．

工 事 範 囲

施 工 方 法

電 源

警 戒 方 式

１．

２．

施 工 方 法

地 中 箱

・

・

・　地中線保護方式　　・　厚鋼電線管　　・　ポリエチレン被覆鋼管（外面一層型）

・　　架空線電柱　　・　遠心力鉄筋コンクリート柱　　・　木柱（注入柱）

　　　　　　　　　　・　パンザーマスト　　・　亜鉛めっき鋼管ポール

　　　　　　　電柱名札　　・　要　　・　不要

　　　　　　　支　　線　　・　亜鉛めっき鋼より線

１．

２．

工 事 範 囲

自 動 火 災 報 知 設 備

・　副受信機　　　　　　　　　級　  　　回線

１．機 材

17．

・　埋設深さ　　・　ＧＬ－６００　・　ＧＬ－３００　・　路盤下－３００以上（道路を除く）

  600～1,100

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

2,300

1,300

壁掛形スピーカー

壁 付 音 量 調 節 器
拡

声

電 源 箱

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

2,300

1,300

2,300

  900

1,500

表 示 器

壁 付 発 信 器

ブ ザ ー

壁付押ボタン(一般)

 〃（身障者玄関）

1,300

床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

1,500(上端1,900以下)

2,300

壁 掛 形 親 時 計

子 時 計

情

報

表

示

※　図中配線で寸法記入のないものは、下記による。又、非環境対策型電線･ケーブルの場合はＶを追記する。(例 V.VF)

イ．　　電灯設備の場合　　　電線管は　　・　薄鋼　　・　ねじなし　　とする。

　　　　　　　1.6×2(19)　　　　　　　1.6×3(19)　　　　　　　1.6×4(25)　　　　　　　2.0×2(19)

　　　　　　　1.6×5(25)　　　　　　　1.6×6(25)　　　H　　　HIV2.0×2(19)

　　　F2　　　EEF1.6-2C　　　F3　　　EEF1.6-3C　　　F2E　　　EEF1.6-2C IE1.6

　　　F4　　　EEF1.6-2C×2　　　F5　　　EEF1.6-2C＋EEF1.6-3C　　　2F2　　　EEF2.0-2C　　　2F2E　　　EEF2.0-2C IE1.6

　　　F6　　　EEF1.6-3C×2　　　F7　　　EEF1.6-3C＋EEF1.6-2C×2　　　2F3　　　EEF2.0-3C

ロ．動力設備の場合　　　　　　　1.6×3(19)

ハ．電気時計・拡声設備の場合　　　　　　　1.2×2(19)　　　　　　　1.2×3(19)　　　　　　　1.2×5(19)

※　照明器具用設置ボックスの位置

　・　非常照明用白熱灯組込器具（電源別置）には、一般用及び非常用位置ボックスを設けること。

配管サイズなどは監督員との協議により図面表示と多少相違、増加させてもよい。

15．電 線 類

表示

14．カ バ ー プ レ ー ト の 用途 別

・　ＥＭ電線で規格等の定めの無いものは､ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。

　　表示　　、テレビ共同受信　　、火災報知　　、警備　　　の表示をする。

・　ＦＳ形（埋込部を除く、ふた部分）はメラミン焼付塗装とする。13．プ ル ボ ッ ク ス 仕 上 等

12．フ ロ ア プ レ ー ト ・　水平高低調節付プレート（空転防止、リング付）とする。

11．フ ロ ア ボ ッ ク ス ・　コンクリートボックス又はアウトレットボックス

10．

・　長さ１ｍ以上の入線しない管路には１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

８．合 成 樹 脂 可 と う 管 ・　ＰＦ管を使用する場合は（タイプ－２５）一重管とする。

　　・　別途工事　　・　本工事

・　アンテナ基礎

　　・　別途工事　　・　本工事

・　電気室、自家発電機室などの基礎及びピット（ふたを含む）

　　・　別途工事　　・　本工事

・　自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアチェック、フロアヒンジ

　　・　別途工事　　・　本工事

・　天井埋込形器具の取付箇所の天井ボード類、下地の切込み、下地の補強

　　補強　　・　別途工事　　・　本工事

　　仮枠　　・　別途工事　　・　本工事

・　埋込形分電盤、端子盤、プルボックスの仮枠及び埋込部分の補強

　　・　別途工事　　・　本工事

・　軽量鉄骨壁のボックス取付用の下地

　　・　別途工事　　・　本工事

　　補強　・　別途工事　・　本工事　　　　スリーブ　・　別途工事　・　本工事

・　はり貫通部の補強及びスリーブ他 工 事 と の 取 合 い

６．残 土 処 理

５．発 生 材 の 処 理

工 事 用 仮 設 物

引渡しを要するもの。

構内につくることが　　・　できる　　・　できない

３．工 事 用 電 力 、 水 、 その 他

２．電 気 保 安 技 術 者 工事現場におく電気保安技術者は、工事期間中の電気工作物の保安業務を行うものとする。

　て少ないものとする。

　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極め

とし、次の条件を満たすものとする。

本工事の建物内部使用する建築材料等は、設計図書に選定する所要の品質及び性能を有するもの

負荷を低減できる材料を選択するよう努める。

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に定める所により、環境1)環 境 へ の 配 慮

2)

官公署への諸手続などの費用は受注者の負担とする。

16．電 線 本 数 、 管 路 等 分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線で、配線経路、電線サイズ、電線本数、

本工事に必要な工事用電力、水などの費用は受注者の負担とする。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)

建　物　名　称

・　なし　　・　あり（　・　機器類　　・　配管材料　　・　ＰＣＢ使用機器類　・　蛍光管）

最新版及び、公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)最新版による。

・雷 保 護 設 備

・

・構 内 交 換 設 備

・

・

・

・

・

拡 声 設 備

・情 報 表 示 設 備

・

・

・

・

・太 陽 光 発 電 設 備

イ ン タ ー ホ ン 設 備

火 災 報 知 設 備

警 備 配 管 設 備

構 内 配 電 線 路

・

岡山市公共建築課機器材料等指定名簿、設備機材等評価名簿(一社)公共建築協会発行　最新版による。

・　構内指示の場所に敷きならし　　・　構外搬出適切処理

呼 び 線９．

　　ＰＣＢ使用機器、水銀使用の管球は関係法令により適正に処理か、建物管理者に引き渡すこと。

接 地 の 種 類 記 号 接 地 抵 抗 値

共　同　接　地

   Ｅ

   Ｅ

   Ｅ

   Ｅ

第　Ｃ　種

第　Ｄ　種

第　Ｂ　種

第　Ａ　種・

・

・

・

・

・ １０Ω以下

１０Ω以下

　　　Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下雷　保　護　用

記 号 接 地 抵 抗 値

ＥＬＣＢ回路用

測　定　用

通　信　用

通　信　用

交　換　機　用・

・

・

・

・

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下 　Ｅ

   Ｅ

Ｅ 及びＥ

   Ｅ

   Ｅ

接 地 の 種 類

   Ｅ

１００Ω以下   Ｅ

埋 設 表 示 ・　黄銅板製（避雷設備用及び接地極埋設表示）　・　ＳＵＳ製

・　地中配線の埋設表示は８０×８０×３００のコンクリート杭に裏側より方向種別をエッチング

再 使 用 機 器

絶 縁 抵 抗 の 測 定

補 修 な ど

露 出 配 管 の 塗 装 仕 様

取外し再利用機器は清掃及び絶縁抵抗測定のうえ取付のこと。

工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修をする。

工事着手前に改修場所の既存の電気設備の絶縁抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。

　　した硬質のプラスチック板を貼ったものとする。ただし、舗装された場所は鉄製のものとする。

18．

19．

20．

21．

22．

23．

４．引 留 金 物 等

３．

２．

１．工 事 範 囲

監 視 制 御 監視　　・　警報盤による代表監視　　・　中央監視盤による監視

操作　　・　現場盤による手元操作　　・　中央監視盤による遠方操作

　　　　・　押ボタンスイッチによる遠方操作

・　操作電源　　・　受変電設備の操作電源による。

・　その他

・　フックボルト（ＤＶ１４゜相当以下）　　・　アンカーボルト（ＤＶ２２゜相当以上）

引 留 金 物 等

外 灯

照 度 測 定

・　フックボルト（ＤＶ１４゜相当以下）　　・　アンカーボルト（ＤＶ２２゜相当以上）

安定器　・　一般型　・　低始動電流型　・　電子式定電力型　・　低力率　・　高力率

　　　　　　　・セラミックメタルハライドランプ  ・　高圧ナトリウムランプ）

・　内野（５ｍピッチ）　・　外野（１０ｍピッチ）  ・指定する所

・　ランプ（　・　LEDランプ　・　メタルハライドランプ

開閉器　・　カットアウトスイッチ　・　防水ジョイントユニット

12．

13．

14．

分 電 盤 の 予 備 配 管 ・　予備の配線用遮断器４個以下の場合（２５）相当を１本、５個以上の場合（２５）相当を２本

　　を下記のように施工する。

　　プレート取付。

　　天井スラブの場合・天井又は梁下２０ｃｍまで立上げ、中深アウトレットボックスにカバー

　　二重天井の場合・天井内まで立上げ、中深アウトレットボックスにカバープレート取付。

自己点検送信器

非常照明・誘導灯

・　納入数　　個多重伝送ﾘﾓｺﾝｱﾄﾞﾚｽ送信機

・　納入数　　個照度センサ設定器８．

９．

10．

11．

電 動 機 な ど へ の 接 続 ・　本工事　　・　別途工事

照 明 器 具 の 接 地

　　と同一サイズ、接地線緑色）使用してもよい。

・　接地線は原則としてＩＥ１．６ｍｍ以上とする。ただし、ケーブルの心線数を追加して（配線

７． ・　コード吊以外の照明器具（屋外灯及び３２Ｗ相当以上）はすべて接地する。

６．

照 明 制 御 の 照 度 測 定 ・　明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は照度測定を行い測定表を監督員に提出する。

　　なお測定箇所は監督員の指示による。

　　照度測定時期　　１００％点灯時（・　夜間　　・　　　）

　　　　　　　　　　調光制御点灯時（・　夜間　・　昼間　）

５．

・　ＬＥＤの光源色は別図面に指定がある場合を除き下記による。

　　ＬＥＤの光源色（・昼光色　・昼白色　・温白色　・電球色）

照 明 器 具

非 常 用 照 明 の 照 度 測 定 ・　設置した各部屋２箇所以上とし、測定箇所は監督員の指示による。

３．

４．

・　防水形コンセント（　・　防滴プレート形　・　ツイストロック形　・　露出形　・　プラグ付）

・　アウトレットボックス　・　プルボックス　・　ＥＥＦ用ジョイントボックス

工 事 範 囲

配 線 器 具 ・　タンブラスイッチは連用大角形ネーム付とする。

・　壁付コンセントは原則として連用大角形とする。ただし2口の場合は複式は使用してよい。

１．

２．

７．予 備 品 等

６．高 圧 ケ ー ブ ル の 端 末 処 理

３．

５．

盤 内 取 付 装 置

４．屋 外 変 電 基 礎

高 圧 交 流 負 荷 開 閉 器

１．

２．

工 事 範 囲

電 気 方 式 高圧　　三相３線式　６ｋｖ　６０Ｈｚ

低圧　　・　三相３線式２００Ｖ　　・　単相３線式１００／２００Ｖ

　　　　・　単相２線式　　・　１００Ｖ　　・　２００Ｖ

・　本工事　　・　別途工事

・　開放形　　・　密閉（　・　中耐塩形　　・　重耐塩形）　　・　地絡継電器付

・　屋外　　・　一般型　　・　耐塩型（　・　プレハブ　　・　ガイシ）

・　電力ヒューズ現用定格値のものを現用数

・　フック棒

・　ＳＵＳ　　・ＺＳＰ処理　　・溶融亜鉛メッキ　　・塩化ビニル

フ ラ ッ シ プ レ ー ト の材 質 ・　金属製（ＳＵＳ　新金属も含む）　・樹脂製

盤 表 示

盤 仕 上 等

分 電 盤

24．

25．

26．

受注者名で一括発注工事の場合は下請負電気工事業者名も記入する。

・　中扉は丁番式ワンタッチ開閉とする。　　・　接地端子は承認図により指示

・設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の1／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・撤去

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・撤去

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・撤去

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・撤去

消火器（粉末ＡＢＣ、蓄圧式）（　・　１０形　　・　２０形　　　　個）

１．

２．

工 事 範 囲

ネ ッ ト ワ ー ク

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．使 用 機 器

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．工 事 範 囲

２．ローテンションアウトレット ・　一般電話用　　　個　　・　ボタン電話用　　　個　　・　取付　　・　納入

・　ユニット形　　・　防水形

形 式

回 線 数

局 線 表 示 盤

電 話 機 へ の 配 線

・　内線　　／　　　　回線　　　・　局線　　／　　　　回線

・　　　　　面

・　内線電話１台につき次のものを見込む。

・　ＴＩＥＦ0.65-2C（　・　２０ｍ　・　　　ｍ）　・　２号ワイヤプロテクタ１．５ｍ

・　 BTIEE　0.4-4P （　・　２０ｍ　・　　　ｍ）　・　２号ワイヤプロテクタ１．５ｍ

・　デジタルＰＢＸ　・ＩＰ－ＰＢＸ

・　多機能電話機　　・一般電話機　　・玄関子機　　・ＩＰ電話器　　・ＰＨＳ電 話 設 備

・　ＰＨＳ用アンテナ

４．引 留 金 物 等

３．保 安 器 用 接 地 ・　本工事　　・　別途工事

・　フックボルト　　・　アンカーボルト

５．

６．

７．

８．

９．

４．

３．

２．受 雷 部

１．工 事 範 囲

・　突針　　・　水平導体又はメッシュ導体　　・　構造体利用

引 下 げ 導 線

・　Ａ型接地極　　・　Ｂ型接地極

５．内 部 雷 保 護

・　建築構造体利用（建築基礎等完了時構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）

・　配管　　・　配線　　・　受雷部取付　　・　接地極埋設   ・　撤去 

接 地 シ ス テ ム

・　引き下げ導線　　・　建築構造体利用　　・　試験用接続端子箱

・　100BASE-TX/FX　　・　1000BASE-T/SX/LX　　・　10GBASE-SR/LR/ER/LX4/T　　

・　EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ　・　光ﾌｧｲﾊﾞｰ　・　情報ｺﾝｾﾝﾄ　・　ｽｲｯﾁﾝｸﾞHUB

・　ﾙｰﾀｰ　　・　TA　　・　無線LAN　　・ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀｰ

・　配管　　・　配線　　・　呼び線挿入　・　撤去

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付（キャビネット類）　　・　撤去

１．

２．

３．

４．

太 陽 電 池 ア レ イ ・　出力　　　ｋW　　・　設備面積　　　　㎡

ﾊ ﾟ ﾜ ｰ ｺ ﾝ ﾃ ﾞ ｨ ｼ ｮ ﾅ ｰ

５．

６．

工 事 範 囲

系 統 連 携

・　有　　・　無

・　出力　　　ｋW　　・　電気方式　　　　相　　３線式

・　１φ　　・　３φ

表 示 装 置 ・　有　　・　無

５ 逆 潮 流

系 統 連 携 保 護 ・　ＯＶＧＲ　　・　ＲＰＲ

７．

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・架台　　・ＰＶ支持架台　・　撤去 

屋外用盤（キュービクルを除く）は　・　ＳＵＳ　・　ＺＳＰ処理　・　樹脂

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・　撤去

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(身障者) 1,100

900/400

壁付位置ボックス   300

 〃（多目的便所）

３．

４．

５．

６．

　　　　　　　　（Ｌ Ｐ Ｇ）

非 常 警 報 装 置

自 動 閉 鎖 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

漏 電 火 災 警 報 設 備

７．予 備 品

・　発信器、ベル、表示灯等の形式　　・　一体型　　・　複合装置　　・　単独型

・　防火戸　　・　防火シャッター　　・　防煙ダンパー

・　検知器　　・　移動接点付

・　受信機　　　　　　　回線

　　　　・　認定品　　・　非認定品

・　１級認定品

　　電球、ヒューズ、プロテクターは　　・　製造者の標準一式

　　工具は　　・　製造者の標準一式

・　自立型　・　壁掛型

２．

３．

４．

５．

１．工 事 範 囲

電 源

機 種

通 話 網 方 式

電 話 方 式

・　ＡＣ１００Ｖ

・　電話形親機　　・　スピーカー形親機　　・　電話形子機　　・　スピーカー形子機

・　親子式　　・　相互式

・　同時式　　・　交互式

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・　撤去

１． 工 事 範 囲

２．

３．

４．

５．

６．

同 軸 ケ ー ブ ル

ア ン テ ナ

アンテナ支持ポールの取付

増 幅 器

電 界 強 度 の 測 定

・　壁面（　　　　点支持）　　　・　自立　　・　Ａ部の長さ　  　　ｍ

・　要　　・　不要

・　形式　（　　　　　　　　）

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・　撤去

・　高周波同軸ケーブル（ＥＭ－ｎＣ－２Ｅ）　　・　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ同軸ｹｰﾌﾞﾙ（ＥＭ－Ｓ-ｎＣ-ＦＢ）

工 事 範 囲１．

２． マ ル チ サ イ ン 装 置

３． 出 退 表 示 装 置

・　壁掛形　・　自立形

・　縦書　　・　横書

・　親時計　・　ラック形　・　壁掛形

・　子時計　・　壁掛形　・　埋込形　・　天吊形

・　アナログ　・　デジタル

予 備 品 ・　電球、ヒューズ　　・　現用数の２倍　　・　１０個

・　発信器　・　埋込形　・　卓上形

５．

４． 時 計 表 示 装 置

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・　撤去

２．増 幅 器

１．工 事 範 囲

・

３． ・

７．

８．

６．

４．

５．

・

・

・

・

マ イ ク ロ ホ ン

・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・　撤去

音 量 調 節 器

Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ ー

ア ン テ ナ

ス ピ ー カ ー

ワ イ ヤ レ ス 受 信 機

２．

１．工 事 範 囲 ・　配管　　・　配線　　・　機器等取付　　・　撤去

映 像 機 器

音 響 機 器

・プレーヤ（・ＤＶＤ　　・ブルーレイ）　・　モニタ　・　プロジェクタ　・　ビデオカメラ

Ｔ Ｖ 共 同 受 信 設 備

Ｌ Ａ Ｎ 設 備

映 像 音 響 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

誘 導 支 援 設 備

屋　　外

E EF ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙの ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ ﾎ ﾞ ｯ ｸ ｽ

・　配管　　・　呼び線挿入　　・　撤去

27．

・　受信機　　　　Ｐ型　　　　級  　　　回線　　　・　ＧＲ型　　　　　アドレス

※　予備電源別置型の非常照明は、器具内の送り端子を使用時は、配線と同様に耐熱階級を満足すること。

　　上記により難い場合は、分岐ボックスを設置し、端末配線処理を行うこと。

・　ブローイング工法に対応するＬＥＤ照明とする。

・　ＳＰＤ　　・ＳＰＤ分離機　　・　等電位ボンディング

・　トランスの防振ゴムは耐震ストッパー付きとする。

計 測 装 置 ・　温度計（直射日光の当たる場所に設置は禁忌）　　・　日射計８．

・　変性エポキシ樹脂プライマー＋合成樹脂調合ペイント２回塗り　　・　塗装なし

・　盤内ヒーター　　・　換気扇　・ダイヤル式温度計（油入トランス用）

分　電　盤　塗　装　色 ・　２．５Ｙ９/１（ベージュ）　　・　その他

・　マイクロホン　・　ＣＤプレーヤ　・　アンテナ　・ダブルカセットデッキ

・ ＡＵ１形　　・ ＡＵ２形　　・ ＢＳ　　・110°ＣＳ　・ＦＭ　・ＡＭ

・　　※　図面参照

・　　※　図面参照

・　埋設シート（　ダブル　）

耐 震 措 置 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。また、機器、配管、風道などの耐震

対策のため、必要な計算書を監督員に提出する。ただし、重量1kN以下の軽量な機器については、

設備機器の製造者の指定する方法で確実に行えばよいものとする。

岡山市建築設備工事（電気）仕様書
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工事名

図面名

担当者

尺

縮

 Ｎｏ．

令和　年　月

承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

E-01岡山市建築設備工事（電気）仕様書

福祉交流プラザ棟 RC造一部S造 2 309.24 (1)項ロ

福祉交流プラザ棟

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

E-06

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

・　納入数　１個

岡山市北区富原1149番地



改修１階平面図　S=1/100

ACP-3(別途工事)
再結線

ACP-4(別途工事)
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倉庫

EVﾎｰﾙ

会議室

ホール

11人乗りEV

女子便所

和　室

倉　庫 休憩室

会議・相談室

11人乗りEV

EVﾎｰﾙ

会議室・図書室調理講習室

プロパン庫

男子便所

ホール

廊　下

事務室

玄　関

多目的トイレ

MCCB3P 50/ 30AT

L-1-1へ

L-0 結線図

1φ3W 210 / 105V

既設電灯引込計器開閉器盤遮断器一次側より

ET(ED)
ET(ED ELCB)

※SUS製　屋外壁掛型　指定色塗装

VAVA

VA

VA

VA

VA

VA

0

VA

VA

VA

VA

0

T相R相

合計

予備

RT相按分(200V分)

相別合計(100V分)

MCCB2P 30/ 20AT 予 予備 VA(1000)

0 1000

※分岐回路数分の接地端子又は銅バーを設けること。

※分岐ブレーカーは1P協約サイズとする。

※漏電遮断器の感度電流は30mAとする。

VAVA

1262 1262女子便所コンセントELCB2P 30/ 20AT

ELCB2P 30/ 20AT

ELCB2P 30/ 20AT

ELCB2P 30/ 20AT

MCCB3P 50/ 30AT

L-1-1 結線図

ET(ED)
ET(ED ELCB)

※鋼板製　屋内壁掛型　指定色塗装

101 102

301 302

303

車庫電灯

女子便所コンセント

男子便所コンセント

56

1262

男子・女子便所、階段電灯 MCCB2P 30/ 20AT301

2825 1318

23182825

VA誘 誘導灯MCCB2P 30/ 20AT

1φ3W 210 / 105V

MCCB3P 50/ 20AT(取付) MCCB3P 50/ 20AT(取付)

MCCB3P 30/ 30AT(既設)

MCCB3P 50/ 50AT(既設)

MCCB3P 30/ 30AT(既設)

ELCB3P100/100AT(既設)
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ELV

1階応接室エアコン1階食堂エアコン

2階東エアコン2階西エアコン

3φ3W 210V

M-1 結線図 ※既設改修

2.2

工事名

図面名

担当者 承認 検図 製図課長 課長補佐 係長 課員

縮
尺

　 岡山市　都市整備局　住宅･建築部　公共建築課 

 Ｎｏ．

有松有松

一級建築士事務所　岡山県　第14119号

一級建築士　　　　大臣　　 277519号

燈邑建築設計事務所
有松　剛

１／100

岡山市福祉交流プラザ富原屋上・外壁ほか改修工事

令和６年12月 E-06

幹線動力通信設備平面図 E-02

M-1

L-1-1新設

再結線

新設 L-0

既設電灯引込計器開閉器盤

貫通はつりφ50

既設

カバープレート(MM用スイッチボックス内で既設配線と接続)

ED(ELCB)

PB(SS200°×200) WP SUS

貫通はつりφ50

カバープレート

改修

L-1

既設

EM-TIEF0.65-2C×2(MM-A)

既設

余長

EM-CE5.5°-3C,E2.0(F2WP#30)

EM-CE5.5°-3C,E2.0×2

EM-CE5.5°-3C,E2.0×2(HDZ28)

EM-TIEF0.65-2C×2(フロアモール 参考:DZM110H)

TVアンテナ(AU-1) 再取付

側壁型アンテナマスト 再取付

5C-2V 再取付

屋根伏図　S=1/100

改修２階平面図　S=1/100

EM-IE5.5°(HIVE22)


